
➍ 当日
学校へ出向き、

プログラムを実施します。

企業・団体等の強みを生かしたリアルな学びを学校でも地域でも

土曜学習応援団 にぜひご賛同ください

文部科学省では、平成26年4月より子供の豊かな学びを支えるために、多様な企業・団体等に「土曜学習応援団」として賛
同・登録いただき、土曜日をはじめとして、平日の授業や放課後等の教育活動において、実社会での経験や専門知識を活かし
た出前授業等の教育プログラムを提供していただいております。

学びの未来HP 土曜学習応援団

QR QR

問い合わせ先

文部科学省総合教育政策局
地域学習推進課
地域学校協働推進室
地域学校協働企画係

03-5253-4111（内線：3080）
doyo@mext.go.jp

▲地球温暖化を考える燃料電池を使用した
「発電実験教室」

▲災害に備える力を養う「防災教室」

【土曜学習応援団プログラムの例】

土曜学習応援団

【土曜学習応援団の活用場面】 地域学校協働活動推進員が中心となり、学校や地域における活用を推進していきます

「土曜学習応援団」は子どもが「本物」に出会う場所

学校から土曜学習応援団への要望は…
①学校の現状を理解してほしい。
②継続的な取組が可能な信頼関係を構築したい。
③学校や児童の実態に合ったプログラムを実施したい。
④さらなる情報の提供・発信をしてほしい。

自分もやってみたくなる！ 誰かに伝えたくなる！ 将来の夢になる！更に詳しく知りたくなる！

まずはdoyo@mext.go.jpへご連絡ください！賛同企業・団体等になるには？

➊ doyo@mext.go.jp宛に、メールにて次の二点の情報をご提示ください。
①企業・団体等情報（概要、HPのURL等）②賛同した際にご提供いただけるプログラムについて

➋必要な手続きのご案内をお送りいたします。
いただいたメールへの返信で、賛同登録についての詳細な案内をお送りいたします。

➊ 教育プログラムを
HPへ掲載

活用したい方がサイトで
検索します。

➋ や で連絡
掲載されている

問い合わせ連絡先宛に
依頼の連絡が来ます。

➌ 打ち合わせ
学校や地域の要望を

直接聞いて、実施に向けて
調整を行います。

活用までの流れ
（学校授業等で実施する場合）

企業･各種団体･専門学校･大学等の皆さま

どんな企業・団体でもご賛同いただけます！※どんな企業・団体が賛同できるの？
※ただし、「土曜学習応援団」の趣旨に反する活動や、販売促進や営利追及を目的とした活動等はお断りしています。
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